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プリング周波数10kHz，量子化ビット数 8 bit p フレーム長20ms p FFT サンフ。ノレ点数 128，同特徴数
64, FFT ウインドウはハミング窓である o 口形画像としては，原画像(濃淡画像 200x 100) , 二値
化画像(10x 5 ，歯を含まない場合および歯を含む場合) ，二値化画像の幾何学的特徴(有効な x方
向， Y 方向投影長および実面積からなるデータ・セットを用いる)の三種を用いるo ニューラノレネッ
トについては， 3 層のパックプロパゲーション (Back Propagation) ニューラノレネットを用いる。音
声特徴が入力されるユニット数は64で一定であるが，画像特徴の数が画像データのタイプにより異な
るので，入力層のユニットの総数はそれにしたがって異なり， 64 -264 となる。中間層のユニットの
数は， 8 または12である。出力層のユニット数は/ a / -/0/ に対応して 5 である。学習パラメー

































比較を行っている。その結果， (1) 口形認識に従来用いられてきた3 種の幾何学的特徴量は不特定話者
認識にはまったく無効であり， (2)二値化画像そのものを用いた場合，母音認識率は12~ぢ向上する， (3) 
濃淡画像そのものを用いた場合， それは 6 労向上する，乙とを明らかにしている。
乙のような口形を利用した新しい音声認識方式の提案とニューラルネットに適した画像特徴を明ら
かにした乙とは，音声認識，ニューラルネット，および画像認識の研究に寄与する点が大きく，学位
に値する業績と認められる。
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